
広報うえのはら　No.93  24

広
報

電
話

：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

ttp
://w

w
w

.city.u
en

o
h

ara.yam
an

ash
i.jp

E
-m

ail：
kikaku

@
city.u

en
o

h
ara.lg

.jp

10月13日、談合坂サービスエリア西側プラザで、
第28回国民文化祭やまなし2013ＰＲイベント「長
寿食文化の祭典」が開催されました。当日は、県外の
お客さんが多く集まるなか、日原や猪丸の獅子舞や本
町のお囃子などが披露されました。

第27回上野原西部地区民運動会

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

11月号の表紙は、10月14日（日）に行われた第27回上野原西部地区
民運動会のパン食い競走の様子です。参加した子どもたちは、手を使って
はいけないルールのため、袖で手を隠してパンをくわえようとしていまし
た。その仕草と狙いを定めてパンをくわえようとしている様子がとても微
笑ましかったです。ちなみに、この日は、約500枚ほど写真を撮りました
が、パンで顔が隠れていたり、目が閉じていたりと思うような写真が撮れず
苦戦してばかりでした。写真は本当に難しい・・・・。（広報担当者　O）

編集後記

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●26,093人 （−29）
男  ●12,992人 （−19）
女  ●13,101人 （−10）

世帯●10,026世帯 （＋  2）
平成24年10月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯　
※人口および世帯数は、

8月より外国人登録者が加わりました。

●国民文化祭ＰＲイベント
10月7日、山梨中銀スタジアムで、上野原市と山

中湖村との共同でヴァンフォーレ甲府サンクスデーが
開催されました。当日は、上野原市の子どもたちが約
1万人を超える観客のなか、選手と手を握りながら入
場するエスコートキッズの大役を務めました。

●上野原市ヴァンフォーレ甲府サンクスデー

10月10日、市役所正面玄関前に、平和都市宣言の
看板が設置されました。

これは、市が「核兵器廃絶平和都市宣言」を行って
いることを表すとともに、人類の平和と核兵器の廃絶
を願って設置したものです。

●平和都市宣言の看板設置
10月14日、もみじホールで、市民公開講座が開催

されました。当日は、日下部記念病院院長の久保田正
春先生を招いて「認知症の最新医療とケア」と題して
講演が行われました。また、劇団「ああ上野原」によ
る認知症の実話をもとにした劇も行われました。

●認知症ケア市民公開講座
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歳 入

市 税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

各種交付金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市 債

そ の 他

合計

一般会計

区別

決
算
公
表

市
で
は
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計
な
ど
16

の
特
別
会
計
）
の
決
算
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
決
算
額
は
、
9
月
の
定
例
市
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
地
方

交
付
税
な
ど
の
歳
入
状
況
、
ま
た
、
そ
の
使
い
道
の
歳
出
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

上野原市

平成23年度

歳入決算額 歳出決算額 差引額
歳入

前年度決算額 増減率

歳出
前年度決算額 増減率

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険（直営診療施設勘定）

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

教 育 奨 励 資 金

大 目 財 産 区

甲 東 財 産 区

巌 財 産 区

島 田 財 産 区

上 野 原 財 産 区

檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区

小金沢土室山恩賜県有財産保護組合

西 原 分 収 益 事 業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

合計

11,428,964

3,110,306
0
0

457,529
2,056,752

9,646
670,760
91,634
70,756
98,577
1,515

114,112
40,143
37,845
2,437
2,946

5,102
1,483

18,200,507

11,226,945

3,079,897
0
0

455,913
2,015,213

7,297
670,298
89,346
70,756
6,155

17
911

1,331
21,505

245
10

724
166

17,646,729

202,019

30,409
0
0

1,616
41,539
2,349
462

2,288
0

92,422
1,498

113,201
38,812
16,340
2,192
2,936

4,378
1,317

553,778

11,314,742

3,006,022
924

19,098
448,461

1,750,787
5,604

711,696
105,307

0
7,268

17
93
443

51,407
117
10

806
237

17,423,038

11,691,610

3,036,198
924

19,098
450,905

1,788,636
10,099

712,184
109,644

2,985
97,424
1,519

114,022
32,068
67,870
2,340
2,907

4,669
1,410

18,146,512

△2.2

2.4
△100.0
△100.0

1.5
15.0
△4.5
△5.8
△16.4
2270.4

1.2
△0.3

0.1
25.2

△44.2
4.1
1.3

9.3
5.2
0.3

【表①】　平成23年度歳入歳出決算額および対前年度比較

決
算
は
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行

う
う
え
で
、
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、

そ
の
収
入
を
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
の
程
度

支
出
し
た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特
別
会

計
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
会
計
の
決
算
額
お

よ
び
対
前
年
度
比
較
に
つ
い
て
は
、
表
①
の

と
お
り
で
す
。

そ
の
状
況
を
見
る
と
、
市
全
体
と
し
て
は
、

歳
入
が
182
億
50
万
7
千
円
と
な
り
、
前
年
度

比
0.3
％
の
増
、
歳
出
が
176
億
4
6
7
2
万
9

千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
1.3
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳入総額　116億3400万0千円　
歳出総額　114億3198万1千円　　　

差引額　2億201万9千円

差引額は、翌年度に繰り越しました。
※普通会計とは、一般会計と教育奨励資金特別会計と
介護保険特別会計の一部の合計です。

市
の
決
算

景
気
低
迷
の
影
響
で
個
人
住
民
税
が
減
少

し
た
た
め
市
税
が
1.1
％
の
減
、
自
動
車
取
得

税
や
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
等
の
各
種
交

付
金
が
8.1
％
の
減
、
国
庫
支
出
金
は
、
上
野

原
小
学
校
耐
震
補
強
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ

り
26.9
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
6
％
の
増
、
介
護

基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
補
助
金
な

ど
の
県
支
出
金
は
26.8
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。 歳

入
の
状
況

市
税
　
前
年
度
比
1.1
％
減
少

平成23年度 歳出（性質別）

平成23年度 歳入（普通会計）

総額　114億3198万1千円

総額　116億3400万0千円

歳出（性質別）

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

普通建設事業費

災害復旧事業費

補 助 費 等

積 立 金

繰 出 金

そ の 他

合計

Ｈ23年度

2,126,981

1,273,580

2,007,639

1,324,649

50,780

906,291

494,546

1,365,220

1,882,295

11,431,981

Ｈ22年度

2,107,092

1,210,768

1,945,341

1,365,695

0

890,725

415,323

1,350,548

2,029,250

11,314,742

増減率

0.9

5.2

3.2

△3.0

皆増

1.7

19.1

1.1

△7.2

1.0

△0.8

2.5
△100
△100

1.7
15.1
30.2
△5.8
△15.2

−
△15.3

0.0
879.6
200.5
△58.2
109.4

0.0

△10.2
△30.0

1.3

◆主な科目の増減

※普通会計とは、一般会計と教育奨励資金特別会計と介護保険

特別会計の一部の合計です。

平成23年度決算総額（普通会計）

Ｈ23年度

3,293,102

296,428

453,458

3,816,029

871,831

762,523

1,233,900

906,729

11,634,000

Ｈ22年度

3,330,496

292,159

493,363

3,599,631

1,192,507

601,216

1,329,900

855,323

11,694,595

（単位：千円）

（単位：千円）

増減率

△1.1

1.5

△8.1

6.0

△26.9

26.8

△7.2

6.0

△0.5

（単位：千円）

※増減率の単位は、パーセントです。
※増減率の単位は、パーセントです。

（単位：千円）

※増減率の単位は、パーセントです。

（単位：千円）

◆主な科目の増減

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
児
童
手
当
お

よ
び
子
ど
も
手
当
や
生
活
保
護
費
に
よ
り
扶

助
費
が
5.2
％
の
増
と
な
っ
た
こ
と
や
、
財
政

調
整
基
金
等
の
積
立
金
が
19.1
％
の
増
、
そ
し

て
、
合
併
特
例
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
元

利
償
還
金
が
増
え
た
た
め
、
公
債
費
が
3.2
％

増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
普
通
建
設
事
業
費
が
上
野
原
小
学

校
耐
震
補
強
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
3
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
状
況
（
性
質
別
）

扶
助
費
　
前
年
度
比
5.2
％
増

H24.11月号_広報うえのはら  12/10/26  10:20  ページ 2



年度

一 般 会 計

臨時財政対策債

合併特例事業債

そ の 他

特 別 会 計

病院事業会計

合計
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Ｈ20年度

593,623

618,895

2,926,233

4,138,751

Ｈ23年度

1,348,804

719,989

2,642,893

4,711,686

Ｈ22年度

1,062,075

720,240

2,730,194

4,512,509

Ｈ21年度

796,148

719,760

2,795,655

4,311,563

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
第
4
工
区
の
実
施
に
と
も
な
い

総
務
費
が
22.2
％
の
増
、
民
生
費
も
生
活
保
護

費
の
増
な
ど
に
よ
り
10.2
％
の
増
、
一
方
、
教

育
費
は
、
上
野
原
小
学
校
耐
震
補
強
事
業
の

完
了
に
よ
り
32.1
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
な
ど
は
、

表
②
の
と
お
り
で
す
。

●総務費
・地域公共交通活性化協議会負担金 8,640千円
・情報通信基盤整備事業 366,173千円
●民生費　
・児童手当および子ども手当 393,917千円
・生活保護費 265,824千円
●衛生費
・病院事業に対する繰出金 381,723千円
・子ども医療費助成事業 70,705千円
●農林水産業費
・用排水施設整備事業 7,500千円
・中山間地域総合整備事業 33,718千円
●商工費・労働費
・企業立地促進事業助成金 21,048千円
・緊急雇用創出事業 37,477千円
●土木費
・社会資本整備総合交付金事業 114,274千円
・上野原駅周辺整備事業 10,078千円
●消防費
・消防庁舎建設事業 10,864千円
●教育費
・スクールバス等購入費（7台） 29,532千円

平
成
23
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

市
全
体
の
地
方
債
残
高
の
状
況
は
、

合
併
後
年
々
減
少
し
て
い
て
、
平

成
18
年
度
と
比
べ
る
と
一
般
会
計

は
約
27
億
円
、
市
全
体
地
方
債
残

高
で
は
、
約
28
億
円
減
少
し
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

今
後
も
将
来
に
負
担
を
残
さ
な

い
よ
う
に
、
計
画
的
な
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
基
金
残
高
の
状

況
は
、
基
金
の
取
崩
し
合
計
3
億

3
0
3
4
万
6
千
円
に
対
し
て
積

立
額
は
、
合
計
5
億
2
9
5
2
万

3
千
円
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
前

年
度
と
比
べ
基
金
残
高
は
、
約
2

億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
（
グ

ラ
フ
①
参
照
）。

今
後
も
健
全
で
安
定
し
た
基
金

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平成23年度主な事業（目的別）

平成23年度 歳出（目的別）

総額　114億3198万1千円

◆新上野原市立病院

Ｈ23年度

1,928,506

3,047,042

1,390,410

185,676

816,745

611,240

1,026,067

50,780

2,375,515

11,431,981

Ｈ22年度

1,578,708

2,764,010

1,624,405

172,714

796,011

573,198

1,511,437

0

2,294,259

11,314,742

増減率

22.2

10.2

△14.4

7.5

2.6

6.6

△32.1

皆増

3.5

1.0

◆主な科目の増減

歳
出
の
状
況
（
目
的
別
）

教
育
費
　
前
年
度
比

32.1
％
減
少

上野原市の貯金額は？
貯金額

47億1168万6千円

市民一人あたり

17万9千383円

平
成
23
年
度
の

基
金
残
高
状
況
は
？

※基金とは、市の貯金のことです。
※財政調整基金とは、地方公共団体における年度間の財源の不

均衡を調整するための基金です。
※減債基金とは、借金（地方債）の返済に使う貯金のことです。

上野原市の借金額は？（一般会計）
借金額

144億1895万4千円

市民一人あたり

54万8959円

※地方債とは、市の借金のことです。

※臨時財政対策債とは、国が地方交付税として交付するべき財源

が不足しているため、その穴埋めとして、地方公共団体が借り
入れる起債です。なお、全額が地方交付税として交付されます。

※合併特例事業債とは、合併市町村の建設計画に基づく建設事業
などに必要な経費を借り入れることができる起債です。なお、
元利償還金の70％が地方交付税として交付されます。

年度

財政調整基金

減 債 基 金

そ の 他 基 金

合計

Ｈ18年度

593,172

649,000

3,342,891

4,585,063

Ｈ19年度

560,240

544,395

3,209,083

4,313,718

平
成
23
年
度
の

地
方
債
残
高
状
況
は
？

Ｈ20年度

16,374,583

2,718,437

3,859,475

9,796,671

5,245,062

73,471

21,693,116

Ｈ23年度

14,418,954

3,896,332

3,516,900

7,005,722

4,873,703

633,931

19,926,588

Ｈ22年度

14,964,591

3,512,487

3,596,572

7,855,532

5,010,564

550,990

20,526,145

Ｈ21年度

15,337,075

2,986,562

3,580,657

8,769,856

5,116,622

48,442

20,502,139

Ｈ18年度

17,129,244

2,432,114

2,952,450

11,744,680

5,401,089

210,894

22,741,227

Ｈ19年度

16.681501

2,595,027

3,345,525

10,740,949

5,363,493

86,813

22,131,807

◆過去6年間の基金状況（単位：千円）

◆過去6年間の地方債残高状況（単位：千円）

平
成
23
年
度
　
基
金
残
高

平
成
23
年
度
　
地
方
債
残
高

【グラフ②】

【グラフ①】

【表②】

（住民基本台帳人口　26,266人）

（住民基本台帳人口　26,266人）

（単位：千円）

（単位：千円）

※増減率の単位はパーセント

歳出（目的別）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧事業費

そ の 他

合計

地域公共交通（デマンドタクシー）
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新
し
い
学
校
生
活
に
つ
い
て

上
野
原
小
学
校
　
四
年
一
組
　
和
田
大
空

ぼ
く
は
、
三
校
が
と
う
合
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
理
由

は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
体
育
で
す
。
理
由
は
、
ク
ラ
ス
対
こ
う
リ
レ
ー
が

出
来
る
か
ら
で
す
。
棡
原
小
の
こ
ろ
は
、
学
年
が
四
人
だ
か
ら
、

ク
ラ
ス
も
な
く
、
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
な
ん
て
、
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
、
ゆ
め
の
ま
た
ゆ
め
で
、
一
生
出
来

な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
上
野
原
小
に
来
て
出
来
て
よ
か
っ
た
で

す
。
あ
と
、
棡
原
小
だ
と
、
全
校
で
や
る
と
、
足
の
速
さ
が
全
く

ち
が
い
、
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
上
野
原
小
は
学

年
で
走
る
か
ら
そ
ん
な
差
も
な
く
で
き
る
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
友
達
に
つ
い
て
で
す
。
理
由
は
、
棡
原
小
の
時
は
、

学
年
が
四
人
で
、
友
達
も
関
係
な
く
遊
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
上
野

原
小
に
来
た
ら
い
っ
ぱ
い
友
達
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
、

今
も
友
達
と
一
番
遊
ん
で
い
る
け
ど
、
休
み
時
間
な
ど
は
、
ク
ラ

ス
関
係
な
く
、
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
べ
る
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。

一
学
期
で
上
野
原
小
に
な
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
み
ん
な
が

助
け
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
勉
強
で
す
。
理
由
は
、
分
か
ら
な
い
時
に
、「
こ
う

や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。」
と
、
教
え
て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。
　
　

本
当
に
、
三
校
が
と
う
合
し
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

学
校
が
と
う
ご
う
し
て上

野
原
小
学
校
　
三
年
三
組
　
吉
村
岳

ぼ
く
は
、
四
月
か
ら
学
校
が
と
う
ご
う
し
て
棡
原
小
か
ら
上

野
原
小
に
き
ま
し
た
。

棡
原
小
で
は
学
年
一
人
だ
っ
た
の
で
、
上
野
原
小
で
た
く
さ

ん
の
人
が
ク
ラ
ス
に
い
て
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
で
は
新
し
い
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
休

み
時
間
は
い
つ
も
外
で
サ
ッ
カ
ー
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
つ

も
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
お
お
ぜ
い
の
友
だ
ち
と
あ

そ
ぶ
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

べ
ん
き
ょ
う
も
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
考
え
を
言
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
学
習
す
る
の
は
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

学
校
が
と
う
ご
う
し
て
、
新
し
い
気
持
ち
で
が
ん
ば
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

新
し
い
学
校
生
活

上
野
原
小
学
校
　
五
年
三
組
　
北
條
秀
典

ぼ
く
が
通
っ
て
い
た
大
鶴
小
学
校
は
、
今
年
三
月
に
閉
校
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
閉
校
す
る
時
、
ぼ
く
の
心
の
中
に
は
悲
し
み
が

少
し
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
か
ら
通
う
上
野
原
小
学
校
に

は
楽
し
さ
と
不
安
が
半
分
く
ら
い
ず
つ
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

四
月
か
ら
も
毎
日
大
鶴
小
学
校
の
校
門
ま
で
歩
い
て
行
き
、
そ
こ

か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
上
野
原
小
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
、
な
れ
な
い
教
室
の
中
で
緊
張
と
不
安
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
。
で
も
す
ぐ
に
二
人
の
お
友
達
が
声
を
か
け
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、
二
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
た

こ
と
で
ぼ
く
の
中
に
あ
っ
た
不
安
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
も
同
じ
ク
ラ
ス
の
友
達
が
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
て
き
て

く
れ
た
の
で
、
ぼ
く
は
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
り
緊
張
も
不
安
も
な

く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
今
年
児
童
会
役
員
を
し
て
い
ま
す
。
一
学
期
に
は
あ

い
さ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
し
て
、
学
校
中
に
み
ん
な
の
あ
い
さ
つ
の

声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
ま
し
た
。
二
学
期
は
、
運
動
会
が
あ
り
ま

す
。
今
、
運
動
会
に
向
か
っ
て
の
取
り
組
み
を
み
ん
な
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
上
野
原
小
学
校
で
の
初
め
て
の
運
動
会
を
ぼ
く
は
絶

対
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
鶴
小
学
校
で
作
っ

た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
同
じ
く
ら
い
上
野
原
小
学
校
で
も
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

大鶴・上野原・棡原小学校統合から7か月

子どもたちの思い
市では、市内小中学校の適正規模適正配置を進めています。
そのようななかで、大鶴小学校と棡原小学校が上野原小学校に統合してか

ら7か月がたちます。それぞれの小学校に通っていた子どもたちは、どのよ
うな思いで学校生活を送っているのでしょうか。そこで、その思いを作文に
書いてもらいました。子どもたちが書いた作文を原文のまま紹介します。

上野原小学校2年1組

尾形千夏さん 上野原小学校5年3組

北條秀典さん

上野原小学校3年3組

吉村岳さん

上野原小学校4年1組

和田大空さん

新
し
い
学
校
生
か
つ

上
野
原
小
学
校
　
二
年
一
組
　
尾
形
千
夏

わ
た
し
は
、
大
つ
る
小
か
ら
き
て
、
が
ん
ば
っ
た
こ
と
、
た

の
し
か
っ
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。

が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
友
だ
ち
づ
く
り
で
す
。
し
ょ
日
、
は

じ
め
て
教
室
に
入
っ
た
ら
、
み
ん
な
が
む
か
え
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
う
ち
園
で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
、
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
が
席
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、わ
た
し
は
、
み
ん
な
に
な
れ

て
、
ほ
か
の
ク
ラ
ス
に
も
、
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

た
の
し
か
っ
た
こ
と
は
、
音
楽
し
ゅ
う
会
で
す
。
は
っ
ぴ
ょ

う
し
た
の
が
、
二
年
生
、
三
年
生
、
六
年
生
で
す
。
二
年
生
が
、

は
っ
ぴ
ょ
う
す
る
前
に
、
先
生
た
ち
の
バ
ン
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
、
ド
ラ
ム
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
ド
ラ
ム
が
校
長
先
生
、
ギ
タ
ー
が
ふ
る
や
先
生
、
ピ
ア
ノ
が

ゆ
ざ
わ
先
生
、
歌
う
人
が
か
と
う
先
生
、
す
ず
き
先
生
で
す
。
し

ょ
う
か
い
を
し
た
後
、
夏
色
を
歌
い
ま
し
た
。
二
年
生
の
は
っ
ぴ

ょ
う
の
時
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
き
ょ
く
で
、「
さ
よ
う
な
ら
」

の
紙
を
出
す
こ
と
に
き
ま
っ
て
、
わ
た
し
は
、
そ
の
紙
を
見
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
本
ば
ん
で
は
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
と
て
も
う

れ
し
く
て
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

三
校
が
統
合
し
て

上
野
原
小
学
校
　
六
年
二
組
　
和
田
麻
椰

四
月
に
統
合
し
て
、
三
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
初
め
は
、
友
達
が
出
来

る
か
心
配
な
気
持
ち
と
、
交
流
会
が
あ
っ
た
か
ら
み
ん
な
仲
間
に
入
れ
て

く
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が
半
分
ず
つ
で
し
た
。

で
も
実
際
統
合
し
て
み
る
と
、
み
ん
な
と
て
も
や
さ
し
く
色
々
な
事
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
す
ぐ
上
野
原
小
に
な
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

勉
強
の
こ
と
で
は
、
二
人
の
先
生
が
い
て
く
れ
て
、
ク
ラ
ス
の
人
数
が

約
五
倍
に
増
え
て
も
棡
原
小
の
時
と
変
わ
ら
ず
と
て
も
わ
か
り
や
す
い

し
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
い

い
で
す
。
委
員
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
自
分
が
や
り
た
い

も
の
を
で
き
る
か
ら
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
、
前
ま
で
は
委
員
会
や
ク

ラ
ブ
活
動
も
二
つ
ず
つ
し
か
な
く
、
自
分
の
や
り
た
い
も
の
が
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。

九
月
に
は
、
統
合
し
て
初
め
て
の
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
協
力
す
れ
ば
き
っ
と
大
成
功
す
る
の
で
、
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
上
野
原
小
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
の
名
前
を

お
ぼ
え
た
い
で
す
。
そ
れ
に
、
上
野
原
小
の
最
上
級
生
と
し
て
下
級
生
の

お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
あ
い
さ
つ
も
が
ん
ば
り
、
も
っ

と
上
野
原
小
が
元
気
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
三
校
が
統
合
し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

人
数
が
多
い
と
、
行
事
な
ど
が
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
自

分
の
気
の
合
う
人
が
い
る
の
で
楽
し
い
で
す
。
卒
業
ま
で
一
年
間
は
な
い

け
ど
、
二
学
期
三
学
期
休
ま
ず
、
小
学
校
最
後
の
学
校
生
活
を
送
り
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
楽
し
く
毎
日
が

送
れ
る
の
も
、
や
さ
し
い
友
達
や
先
生
達
な
ど

色
々
な
人
達
が
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
、
こ
の
作
文
を

書
い
て
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上野原小学校6年2組

和田麻椰さん
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高齢者世帯等
備蓄食料配付事業

市では、高齢者世帯等備蓄食料配付事業を行います。
これは、大きな災害等が発生したとき、速やかに避難が行えない高齢者

などに、一時的にその場をしのぐための非常食等を配付するとともに、自
助対策の啓発と高揚を図ることを目的とした事業です。

高
齢
者
世
帯
等
備
蓄

食
料
配
付
事
業

《
配
付
品
》

・
ア
ル
フ
ァ
米
3
食
（
1
0
0
グ

ラ
ム
×
3
袋
）

・
飲
料
水
1
本（
1
・
5
リ
ッ
ト

ル
）

《
対
象
者
》

市
内
に
在
住
す
る
平
成
24
年
4

月
1
日
現
在
、
満
75
歳
以
上
の
方

で
次
の
①
も
し
く
は
②
に
該
当
す

る
方

①
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

（
独
居
）

②
全
て
の
世
帯
構
成
員
が
75
歳
以

上
の
世
帯
の
方

※
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方
や

住
民
票
上
の
み
世
帯
分
離
し
て

い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

《
配
付
の
時
期
》

11
月
上
旬
〜
12
月
下
旬
頃
ま
で

《
配
付
の
方
法
》

各
区
長
（
自
主
防
災
会
長
等
）

宅
ま
で
市
で
配
付
を
行
い
、
事
業

の
対
象
世
帯
宅
に
つ
い
て
は
、
各

区
長
等
の
ご
協
力
に
よ
り
配
付
を

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
7
）

大災害発生時の土地等使用
に関する協定書締結

市では、災害発生時の緊急消防援助隊等の活動拠点確保のため、
東芝エレベータ㈱上野原事業所と学校法人帝京科学大学の協力によ
り、「大災害発生時の土地等使用に関する協定書」を締結しました。

緊
急
消
防
援
助
隊

山
梨
県
受
援
計
画

山
梨
県
内
の
市
町
村
に
お
い
て

地
震
、
水
火
災
等
に
よ
る
大
規
模

な
災
害
ま
た
は
特
殊
な
災
害
が
発

生
し
、
消
防
組
織
法
の
規
定
に
基

づ
く
緊
急
消
防
援
助
隊
の
応
援
を

受
け
る
場
合
に
、
そ
の
活
動
が
円

滑
に
で
き
る
体
制
の
確
保
を
図
る

た
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
山
梨
県

受
援
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

企
業
等
と
大
災
害
発
生
時
の
土
地

等
使
用
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

し
ま
し
た
。
使
用
に
供
さ
れ
る
土

地
は
左
の
と
お
り
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
—

3
1
1
7
）

市の防災・減災対策
市では、災害などの発生に備えて、さまざまな防災・減災対策を行ってい

ます。先月の広報では、災害時要援護者支援制度についてお知らせしました。
今回は、2つの取り組みをお知らせします。

①東芝エレベータグラウンド
住所：上野原市上野原8154−10
地積：約20,000㎡（総合グラウンド他）
その他：水道・トイレ（総合グラウンド内）

②帝京科学大学夜間駐車場
住所：上野原市八ツ沢901番1他
地積：約1,860㎡

▲イメージ写真

市では、「第8回農林業まつり」を開催します。

当日は、各協力団体の特設ブースや各種コーナーを設け、

多くのみなさんが楽しめるような企画を用意しています。

みなさんのご来場をお待ちしています。

第8回
農林業まつり

11月23日（金）開催

今年も楽しい企画が
盛りだくさん！！

栽
培
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、

農
林
産
物
品
評
会
を
行
い
ま
す
。

出
品
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の

内
容
で
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
品
者
に
は
記
念
品

を
お
贈
り
し
ま
す
が
、
出
品
さ

れ
た
農
林
産
物
に
つ
い
て
は
、

日時
11月22日（木）午前9時〜10時
11月22日（木）午前9時〜11時

提出先
ＪＡクレイン市内各支所

上野原市役所センタープラザ

白菜
キャベツ
春菊
小松菜
ブロッコリー
大根
ゴボウ
バレイショ
里芋（小イモ）
コンニャク
大豆
柿
キウイフルーツ
シイタケ

2株
2株
2束
2束
2株
2本
3本
5個

1株または5個
2個
1合
5個
5個

300グラム

ほうれん草
ネギ
チンゲンサイ
カリフラワー

カブ
人参
サツマイモ
長いも

あずき
ゆず

その他

2束（250グラム）
1㎏または1束
2束または5株

2株

5株
3本
3本
1本

1合
5個

◆募集品目（下表以外のものは、類似した品目に準じて出品してください）

◆提出日時・提出先

展
示
後
に
販
売
し
ま
す
。
収
益
金

は
、
す
べ
て
募
金
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当
（
蕁
62
—

3
1

1
9
）

①農林産物品評会・展示コーナー
②農林産物直売コーナー（市内農産物直売団体）
③福祉関係団体コーナー
④観光協会コーナー（酒まんじゅう・花の苗販売）
⑤上野原せいだのたまじ本舗（せいだのたまじ販売）
⑥下水道課コーナー（普及啓発の実施）
⑦広報うえのはらコーナー（広報の展示会等予定）

◆会場　市役所センタープラザ（⑥、⑦は庁舎1階ロビー等）

◆時間　午前9時30分〜正午

各種コーナー マスコットイベント

せいだのたまじイメージ
キャラクターの「たまじ
まる」やＶＦ甲府クラブ
マスコットの「ヴァンく
ん」が遊びにやってきま
す。お楽しみに！！

場所　市役所センタープラザ
開会式　午前9時30分〜

昨年の農林業まつりの様子

農
林
産
物
品
評
会
・
作
品
の
募
集
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　　

飲用水環境放
射能測定報告

測定場所

秋 山 東 部 簡 易 水 道
仲 間 川 簡 易 水 道
下城河原簡易水道

試料種類

浄 水
浄 水
浄 水

採取日

10月  4日（木）
10月  4日（木）
10月10日（水）

放射性ヨウ素
（Ｉー131）

検出せず
検出せず
検出せず

放射性セシウム
（Ｃｓ-134、136、137）

検出せず
検出せず
検出せず

◆飲用水環境放射能の測定結果
測定結果（Ｂｑ／ｋｇ）
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上
野
原
市
長
選
挙
投
票
日
は

平
成
25
年
2
月
17
日（
日
）で
す

平
成
25
年
3
月
19
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
上
野
原
市
長
選
挙
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

上
野
原
市
の
未
来
を
築
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
上
野
原
市
民
と
し

て
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
告
示
日

平
成
25
年
2
月
10
日（
日
）

◆
投（
開
）票
日

平
成
25
年
2
月
17
日（
日
）

◆
投
票
時
間

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

◆
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格
者

（
投
票
で
き
る
人
）

①
投
票
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上

の
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
（
平

成
4
年
2
月
18
日
以
前
生
ま
れ

の
人
）

②
引
き
続
き
3
か
月
以
上
、
上
野

原
市
の
区
域
に
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
（
平
成
24
年
11
月
9

日
以
前
に
上
野
原
市
に
転
入
の

届
出
を
し
、
引
き
続
き
上
野
原

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
）

◆
期
日
前
投
票

・
投
票
期
間
　
平
成
25
年
2
月
11

日（
月
）〜
16
日（
土
）

・
投
票
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
8
時

※
投
票
場
所
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
は
期
日
前
投
票
と

同
日
程
で
行
い
ま
す
。

※
投
票
場
所
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
選
挙

管
理
委
員
会
（
蕁
62
—

3
1
1

7
）

知ってますか？
野焼きの禁止

みんなの一票大切に！！
あなたの一票が

未来を変える！！

明るい選挙キャラクター
めいすいくん

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

野焼きは、原則的に法律で禁止されています。
ゴミは、決められた日に決められた場所へ分別し
て出してください。

《
野
焼
き
は
、止

め
ま
し
ょ
う
》

地
面
へ
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、

ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
焼

却
や
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
行

為
は
野
焼
き
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
原
則
的
に
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
左
表
の
よ
う
に
野
焼
き

の
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
た
行
為

で
あ
っ
て
も
、
安
易
に
焼
却
せ
ず
、

周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当（
蕁
62
—

3
1
1
4
）

焚き火、その他日常生活を営むうえで通常行われる廃棄物の焼却
であって軽微なもの
例；落ち葉焚き、焚き火、キャンプファイヤー
農業、林業を営むためやむを得ないものとして行われる廃棄物の処理
例；田や畑の法面等の草の焼却、伐採した枝の焼却など
風習、慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
例；どんど焼き等の地域の行事における不用となった門松やしめ
縄などの焼却
国、地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
例；河川管理者による河川管理をするために伐採した草木等の焼却
災害の予防や復旧のために必要な廃棄物の焼却
例；災害時における木屑の焼却、道路管理のために剪定した枝等
の焼却

野焼きの例外

要注意 上記は例外とはなっていますが、特に住宅地に近い場所などで
は煙や灰による苦情につながります。野焼きを行う際は、付近への充分
な配慮が必要となります。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
1
月
1

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方
》

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
》

来
年
の
2
月
上
旬
に
控
除
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

《
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

控除証明書専用ダイヤル

《専用ダイヤル電話番号》
蕁0570-070-117（ナビダイヤル）

（050または070からはじまる番号か
ら電話する場合は、蕁03ｰ6700ｰ
1130）

《受付期間》平成24年11月1日（木）
〜 平成25年3月15日（金）

《受付時間》
◎月〜金曜日　

午前8時30分〜午後5時15分
※月曜日（月曜日が休日の場合は火曜

日）は午後7時まで
◎第2土曜日　

午前9時30分〜午後4時00分
※祝日、12月29日〜1月3日は、ご利

用できません。
※ナビダイヤルは、一般の固定電話か

らおかけになる場合は、全国どこか
らでも市内通話料金となります。

※一般の固定電話以外の電話の場合は、
通常の通話料金がかかります。

※「03-6700-1130」の電話番号にお
かけになる場合は、通常の通話料金
がかかります。

※電話番号のかけ間違いにはご注意く
ださい。

納
付
し
た
場
合
》

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所
（
蕁
22
—

3
8
1
1
）

※
左
の
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※「検出せず」は、検出下限値未満（検出下限値：1Ｂｑ／㎏）のことです。

●問い合わせ　生活環境課簡易水道担当（蕁62−3114）

空間放射線量
等測定値報告

測定場所
大 目 出 張 所
甲 東 保 育 所
上野原西小学校
島 田 小 学 校
秋 山 小 学 校

測定場所
大 鶴 出 張 所
第 二 保 育 所
上 野 原 小 学 校
棡 原 保 育 所
西 原 小 学 校

5㎝
0.043
0.071
0.050
0.064
0.045

1ｍ
0.046
0.067
0.040
0.055
0.046

5㎝
0.061
0.080
0.065
0.055
0.074

1ｍ
0.058
0.069
0.062
0.054
0.076

◆主な市内の空間放射線量測定結果【10月15日測定】（単位：μＳｖ／ｈ）

※市役所敷地内に放射線量を測定するモニタリングポストを設置しています。測定結果は、
市ホームページで確認することができますのでご利用ください。

※測定方法や検出下限値などの詳細については、お問い合せください。

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62−3114）

この測定は、帝京科学大学が進める
地域連携推進活動の一環として行っ
ています。
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

11
月
20
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

もしもし　こちら市長室！！　〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

これまでに行われた「市民のみなさんと市
長とのふれ愛トーク」では、多くのご意見や
ご提言をいただいています。

魅力ある上野原市を目指して、みなさんか
らのご提言をお待ちしています。

市
政
懇
談
会

市
で
は
、
7
月
か
ら
8
月
と
10

月
か
ら
11
月
の
2
回
い
に
分
け

て
、
市
長
や
市
幹
部
が
市
内
10
か

所
を
ま
わ
り
、
地
区
の
課
題
や
問

題
、
市
へ
の
要
望
な
ど
、
市
政
に

関
す
る
意
見
を
伺
う
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
7
月
31
日（
火
）に
開

催
さ
れ
た
市
政
懇
談
会
（
大
鶴
地

区
）
の
内
容
の
一
部
を
報
告
し
ま

す
。

主
な
内
容
の
一
部

《
大
鶴
地
区
7
月
31
日
開
催
》

質
問

大
鶴
地
区
で
は
、
大
鶴
小

学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
話

し
合
う
、
検
討
協
議
会
の
準
備

会
を
開
い
た
。
53
名
程
の
役
員

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後

ど
う
い
っ
た
方
向
で
進
め
た
ら
よ

い
か
、
ま
た
、
行
政
と
ど
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
手
を
携

え
て
い
け
ば
、
よ
い
方
向
に
進

む
か
な
ど
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

本
校
舎
も
耐
震
性
が
な
く
、
解

体
す
る
方
向
性
だ
と
話
は
聞
い

て
い
る
。
具
体
的
な
こ
と
は
言

え
な
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答

校
舎
は
、
学
校
以
外
の
用

途
に
使
用
す
る
と
な
る
と
、
建

築
基
準
法
の
問
題
や
消
防
法
上

の
問
題
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

大
鶴
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て

は
、
I
S
値
が
0
・
4
7
で
基

準
以
下
と
聞
い
て
い
る
。
耐
震

性
に
問
題
の
あ
る
建
物
に
つ
い

て
は
、
耐
震
補
強
そ
の
他
に
莫

大
な
予
算
を
要
す
る
と
い
う
問

題
も
あ
る
の
で
、
市
と
し
て
は
、

基
本
的
に
解
体
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
跡
地

の
利
用
方
法
は
、
こ
れ
と
い
っ

た
も
の
が
今
の
と
こ
ろ
な
い
の

で
、
地
元
の
意
見
を
伺
い
な
が
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Ｈｏｔｌｉｎｅ
らちこ

しもし
も 市長室市長室！！！！
〜市長と市民のホットライン〜

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№32

上野原市長 江口英雄
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程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話

時
間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で

す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

—

3
1
1
8
蕭
62
—

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

ら
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

大
倉
地
区
で
は
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た

い
と
い
う
声
が
多
く
、
関
心

が
高
い
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
甲
東
地
区
や
大
鶴
地
区

は
、
今
年
の
10
月
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
さ
せ
る

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

教
え
て
欲
し
い
。

回
答

市
で
は
、
市
内
を
4
つ

の
地
域
に
区
分
け
し
て
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行

を
実
施
し
て
い
る
。

甲
東
・
大
鶴
の
第
2
地
域

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
10
月

か
ら
実
証
運
行
を
開
始
す
る
。

ま
た
、
大
鶴
地
区
の
説
明

会
を
行
う
。

質
問

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、

大
倉
の
地
区
ま
で
入
っ
て
い

た
だ
け
る
の
か
。
現
状
で
、

富
士
急
の
バ
ス
停
ま
で
行
け

な
い
と
い
う
人
が
利
用
を
望

ん
で
い
る
の
で
ぜ
ひ
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

回
答

第
1
地
域
と
第
4
地
域

は
す
で
に
実
施
し
て
い
る
が
、

当
初
の
計
画
よ
り
も
細
か
く

対
応
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
要
望
に
沿
え
る
よ
う
に
臨

機
応
変
に
対
応
し
た
い
。

市政懇談会（大鶴地区）の様子

過去に開催されたふれ愛トークの様子

※3案出してみました。

市
長
へ
の
手
紙

市
で
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
と
教
育
委
員
会
窓
口
に
、
市
長
へ
の
手

紙
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

市
へ
の
要
望
や
ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
市
に
対

し
て
ご
意
見
や
要
望
が
あ
る
方
は
、
ボ
ッ
ク
ス
の
脇
に
置
い
て
あ
る
要

望
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

今
年
の
6
月
に
上
野
原
市
に

引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。
現
在
、

4
人
目
の
子
ど
も
を
授
か
り
、

妊
娠
7
か
月
で
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
12
年
以
上

上
野
原
市
に
住
む
予
定
で
す

が
、
出
産
の
日
ま
で
一
年
以
上
、

上
野
原
市
に
暮
ら
し
て
い
な
い

た
め
、
出
産
奨
励
祝
金
を
も
ら

え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合

で
も
出
産
奨
励
祝
金
を
い
た
だ

け
な
い
か
と
思
い
お
手
紙
を
出

し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ

と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
検
討
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

・
返
答
内
容

当
市
で
は
、
子
ど
も
の
人
口

増
加
対
策
や
地
域
の
活
性
化
を

目
的
に
「
上
野
原
市
出
産
奨
励

祝
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
支
給
対
象
と
し
て

の
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方

に
出
産
奨
励
祝
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
支
給
対
象
者

と
し
て
の
要
件
を
満
た
さ
れ
な

い
た
め
ご
要
望
に
お
応
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
制
度
上
、
遡
及
し
て

適
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。今

後
は
、
制
度
の
見
直
し
を

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

七
五
三
と
千
歳
飴

日
本
で
は
、
旧
暦
11
月
を
霜
月

（
し
も
つ
き
）と
呼
び
、
現
在
で
は
、

新
暦
11
月
の
別
名
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
霜
月
」
は
、
文
字
通
り
霜
の

降
る
月
の
意
味
で
す
。

さ
て
、
11
月
15
日
は
、
み
な
さ

ん
も
ご
存
じ
の
七
五
三
で
す
。
七

五
三
は
、
3
歳
、
5
歳
、
7
歳
の

子
ど
も
の
成
長
を
祝
う
日
本
の
年

中
行
事
で
す
。
天
和
元
年
11
月
15

日
に
館
林
城
主
で
あ
る
徳
川
徳
松

（
江
戸
幕
府
第
5
代
将
軍
徳
川
綱

吉
の
長
男
）
の
健
康
を
祈
っ
て
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
歳
は
髪
を
伸
ば
す

「
髪
置
（
か
み
お
き
）」、
5
歳
は

初
め
て
袴
を
つ
け
る
「
袴
着
（
は

か
ま
ぎ
）」、
7
歳
は
そ
れ
ま
で
の

紐
付
き
の
着
物
に
代
わ
っ
て
、
本

仕
立
て
の
着
物
と
丸
帯
と
い
う
大

人
の
装
い
を
す
る
「
帯
時
（
お
び

と
き
）
・
紐
落（
ひ
も
お
と
し
）」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
儀

式
が
江
戸
時
代
頃
か
ら
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。
当
時
は
、
武
家
の
間

に
広
ま
っ
た
こ
の
儀
式
も
、
今
で

は
、
七
五
三
と
し
て
一
般
的
に
な

り
ま
し
た
。

七
五
三
で
は
、
千
歳
飴（
ち
と

せ
あ
め
）
を
食
べ
て
祝
い
ま
す
。

千
歳
飴
は
、
親
が
自
ら
の
子
に
長

寿
の
願
い
を
込
め
て
、
細
く
長
く

な
っ
て
お
り
、
縁
起
が
良
い
と
さ

れ
る
紅
白
そ
れ
ぞ
れ
の
色
で
着
色

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
11
月
15
日
前
後
の
土
曜

日
・
日
曜
日
が
楽
し
み
で
す
。
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★乳幼児健診（11/1〜12/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★１日人間ドック

◎対 象 者 35歳 以 上 74歳 以 下 の 国 民 健 康 保 険
加入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健  診 料 自己負担金・14,200円（昼食代含む、
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円、乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 11月20日（火）、12月18日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62-5121）
◎受付時間 午後1時〜5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9時〜11時
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。
※11月20日（火）は、集団検診実施のため、開始時

間を午後3時から4時30分に変更して実施します。
また、11月22日（木）は、同様の理由により実
施しません。ご注意ください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 11月12日（月）12月3日（月）予約制

となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★11月1日から定期接種に4種混合ワク
チン（ジフテリア・百日咳・破傷風にポ
リオを加えた）が導入されます。　　

平成24年8月1日以降生まれの方から、原則4種混
合ワクチンを接種します。予診票等は対象者宛送付
します。

なお、平成24年7月31日以前生まれの方で3種混合
ワクチンまたは単独不活化ポリオワクチンを1回以上
接種している方は、原則最初に使用したワクチンを最
後まで接種します。

ただし、4種混合ワクチンの導入時点で、3種混合
ワクチンおよびポリオワクチンが完了していない方
で、接種スケジュールに支障がない場合に限り、途
中から4種混合を接種することもできます。

4種混合ワクチンの接種を希望される方は、予診票
を差し替えますので、お持ちの3種混合ワクチンと単
独不活化ポリオワクチンの予診票および母子健康手帳
を持参し、保健センターにお越しください。ご不明な
点がありましたら、保健担当までお問い合せください。
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保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

申込み・問い合わせ
0554−62−5121

0120−28−5592

042−644−3721

055−263−7071

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）

仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり 子育てプレイルーム

●対　象　就学前のお子さんとその保護者
●内　容 親子で安心して遊べる場所、保護者の情報交

換の場所として開放しています。
※初めて利用される方は事前にお申し込みく

ださい。
●日　時 11月7日（水）、14（水）、21日（水）、28日（水）、

12月5日（水）午前9時 〜 正午
●場　所 もみじホール

2階会議室2
●問い合わせ

福祉課子育て支援担当
（蕁62-3115）

広報うえのはら　No93  14
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子育て情報館 伝言板

保健師からのメッセージ
★糖尿病　（№5）

先月の広報うえのはら10月号「保健師からのメッセージ」で、糖尿病にならな
い、また、悪化させないために必要なことなどについてお伝えしました。

今月号は、糖尿病の健康教室や集団検診のご案内についてお伝えします。

今年度最後の集団検診

市では、糖尿病に対する取り組みの一環として、今
年4月と5月の集団検診受診者のなかでＨｂＡ1ｃが5.2
以上の方を対象に「糖尿病と上手に付き合おう」とい
う健康教室を開催しました。内容は、上野原市立病院
の岡本まさ子先生による「糖尿病の病態」、管理栄養士
による「糖尿病の食事」、健康運動指導士による「糖尿
病の運動」でした。79人の参加者は、熱心にメモをと
ったり質問していました。参加者のみなさんには、こ
の教室で学んだことを日常生活の中に生かし糖尿病を
予防していただきたいと思います。11月に行う集団検
診受診者に対しても、糖尿病の健康教室を開催する予
定です。ぜひご参加ください。

なお、今年度の集団検診は、11月に7回、婦人科検

診は、8回実施して終了する予定でしたが、検診の申
込みを忘れた方のために追加で集団検診を実施します。

今年度最後の集団検診です。まだ集団検診や人間ド
ックを受けていない方は、ぜひお申込み忘れのないよ
うにお願いします。
●日時：平成25年1月19日（土）午前中
●場所：保健センター
●内容：特定（基本）検診・肝がん・胃がん・肺がん・

大腸がん・乳がん・前立腺がん
●申込方法：保健センターに電話でお申込みください。
●申込期限：11月30日（金）

●申込み・問い合わせ
長寿健康課保健担当（蕁62-4134）

Ｈealthy Life

《11月9日〜15日は
『山梨禁煙週間』です》

たばこは、吸っている本人だけでなく、受動喫煙によ
り周囲の人への健康にもさまざまな影響を与えます。長
期間たばこの煙を吸うことで、「がん」「狭心症・心筋梗
塞」「慢性閉塞性肺疾患」などさまざまな病気になりや
すくなります。また、妊婦では、流産や低体重児出産な
どのリスクが高まることが明らかになっています。保健
所では、たばこ対策として「たばこと健康に関する正し
い知識の普及」、「多数の者が利用する施設の禁煙・分煙
の推進」、「未成年者の喫煙防止対策」などに取り組んで
います。この機会にたばこの害について正しく理解し、
たばこの煙のない社会について考えてみましょう。
●問い合わせ 富士・東部保健福祉事務所健康支援課

（蕁0555−24−9034）
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市
長
室
！

3〜4か月児
9〜10か月児

3 歳 児

該当児
平成24年6月19日〜7月31日生
平成24年1月4日〜

平成24年1月24日生
平成21年7月16日〜8月31日生

実施日
11月15日（木）
11月15日（木）

11月  5日（月）

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
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家
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ら
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の
ガ
イ
ド
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農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
11
月
の
申
請
書
提
出
期
限

11
月
12
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会
（
経
済
課
内
蕁
62
︱

3

1
1
9
）

秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

■
消
す
ま
で
は
　

出
な
い
行
か
な
い
　

離
れ
な
い

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
11
月
9

日（
金
）〜
15
日（
木
）に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る

た
め
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
火
災

の
発
生
・
拡
大
防
止
、
高
齢
者
等

の
死
傷
者
発
生
の
減
少
、
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

《
重
点
目
標
》

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

※
市
消
防
本
部
・
署
お
よ
び
上
野

原
市
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、

11
月
9
日（
金
）に
市
内
の
巡
回

広
報
を
実
施
し
ま
す
。

※
消
防
本
部
、
消
防
団
で
は
、
火

災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
た
め

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

す
。

《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を

守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
第
5
回

設
置
率
調
査
を
行
い
ま
す

秋
季
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

市
消
防
本
部
、
消
防
団
お
よ
び
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
・
訪
問
の
際
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
済

み
シ
ー
ル
配
布

市
消
防
本
部
、
消
防
団
、
危
険

物
安
全
協
会
で
は
、
不
当
な
値
段

で
警
報
器
を
販
売
す
る
悪
質
な
訪

問
販
売
の
被
害
の
防
止
、
周
辺
地

域
で
の
口
コ
ミ
に
よ
る
設
置
率
の

向
上
お
よ
び
防
火
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
、
消
防
団
員
等
が
実

施
す
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
調
査
時
に
、
火
災
予
防
条
例
の

設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
住
宅

（
世
帯
）
に
「
設
置
済
み
シ
ー
ル
」

を
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当
（
蕁
62
│

4

1
1
1
）

平
成
24
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
等
説
明
会

●
日
時
　
11
月
6
日（
火
）

・
用
紙
配
布
　
午
後
1
時
〜
1
時

30
分

・
説
明
会
　
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
内
容
　
平
成
24
年
分
給
与
所
得

の
年
末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書

等
の
提
出
に
関
す
る
説
明

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署

（
蕁
22
︱

3
1
5
1
）、
税
務
課

課
税
担
当
（
蕁
62
︱

3
1
1
3
）

第
8
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
民
合
唱
祭
は
、
少
年

少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
上
野
原

市
民
14
団
体
に
よ
る
合
唱
の
祭
典

で
す
。
各
団
体
は
、
多
く
の
方
々

の
心
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
標

に
日
ご
ろ
か
ら
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

11
月
25
日（
日
）午
後
1

時
〜（
入
場
無
料
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
催

第
8
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
実
行
委
員
会

※
後
援

上
野
原
市
教
育
委
員

会
、
山
梨
日
日
新
聞
社
、
山
梨

放
送
、
上
野
原
市
商
工
会
、

（
株
）Ｕ
Ｂ
Ｃ

●
問
い
合
わ
せ

市
民
合
唱
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
・
江
口
（
蕁

63
︱

5
6
9
4
）
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も
な
い
、
隣
接
す
る
上
野
原
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
も
建
物
の
老
朽
化

等
に
よ
り
、
病
院
の
解
体
に
と
も

な
う
影
響
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

取
り
壊
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
10
月
末
で
上
野
原

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

施
設
内
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所
に
つ
い
て
は
、
市
勤
労
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

に
移
転
し
ま
し
た
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
ご
利
用

の
み
な
さ
ま
、
ま
た
こ
れ
ま
で
上

野
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用

さ
れ
て
い
た
み
な
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

《
移
転
前
住
所
》

上
野
原
市
上
野
原
3
1
9
4
番

地
2

《
移
転
後
住
所
》

上
野
原
市
上
野
原
3
5
0
4
番

「
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
」

の
お
知
ら
せ

《
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の支

給
対
象
拡
大
》

平
成
24
年
8
月
か
ら
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
に
、
配
偶
者

か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）で「
裁
判
所

か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ
た

場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
︱

3
1
1
5
）

上
野
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

廃
止
に
伴
い
市
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た

旧
市
立
病
院
の
解
体
工
事
に
と

地
1

※
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
蕁
63
│

0

0
0
2
）
長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
（
蕁
62
│

4
1

3
3
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

●
日
時

11
月
17
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限

11
月
12
日
（
月
）

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当
（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

平
成
25
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
案
内

●
申
請
受
付
期
間

11
月
5
日

（
月
）〜
12
日（
月
）

●
申
請
書
配
布
と
申
請
受
付
場
所

教
育
学
習
課
学
校
教
育
担
当

●
通
園
区
域

八
ツ
沢
、
松
留
、

鶴
川
、
大
椚
、
大
曽
根
、
大
倉

●
入
園
年
齢
等

通
園
区
域
に
お

住
ま
い
で
、
平
成
25
年
4
月
1

日
現
在
で
満
3
歳
に
達
し
て
い

る
幼
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
の

幼
児

●
教
育
時
間

平
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
（
土
・
日
・
祝
日

は
、
休
園
日
）

※
夏
季
、
冬
季
お
よ
び
学
年
末
に

は
休
園
日
が
あ
り
ま
す
。

●
授
業
料

月
額
9
千
円（
平
成

24
年
度
の
場
合
）

※
社
会
情
勢
に
よ
り
授
業
料
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
入
園
の
決
定

入
園
希
望
者
が

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
心
身

の
検
査
と
あ
わ
せ
て
抽
選
に
よ

り
入
園
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
後
日
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

※
詳
細
や
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0

9
）、
沢
松
幼
稚
園（
蕁
62
︱

3

3
5
4
）

電話番号

（ 6 2 ）3 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 7
（ 6 2 ）3 1 1 8
（ 5 6 ）2 1 1 1
（ 6 2 ）3 1 1 3
（ 6 2 ）3 1 1 2
（ 6 2 ）3 1 1 4
（ 6 2 ）3 1 1 5
（ 6 2 ）4 1 3 3
（ 6 2 ）3 1 1 9
（ 6 2 ）3 1 2 3
（ 6 2 ）3 1 9 1
（ 6 2 ）3 1 1 6
（ 6 2 ）3 3 4 4
（ 6 2 ）3 4 0 9
（ 6 2 ）3 4 0 8
（ 6 2 ）4 1 3 4
（ 6 2 ）3 1 2 8
（ 6 2 ）4 1 1 1

部署名

市役所（代表）
総 務 課
企 画 課
秋 山 支 所
税 務 課
市 民 課
生 活 環 境 課
福 祉 課
長 寿 健 康 課
経 済 課
建 設 課
駅周辺整備推進課
会 計 課
議 会 事 務 局
教 育 学 習 課
学校適正配置推進課
保健センター
地域包括支援センター

消 防 本 部

主な問い合わせ先

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。応募が多数
の場合は、企画課で選考し
掲載します。申込みは、名
前、連絡先、作品、句の解
説等をメールまたは郵送で
お送りください。締切は毎
月10日です。
〒409-0192上野原市上野
原3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp う

え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

今月のメッセージ：☆農林業まつりに出かけよう！！《11月23日（金）開催！！》 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
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今月のメッセージ：ノロウイルスなどの感染性胃腸炎にご注意ください！！
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

感
染
性
胃
腸
炎
に

ご
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感

染
性
胃
腸
炎
は
、一
年
を
通
し
て
発

生
し
、特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
で
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
感
染
原
因
・
経
路

・
汚
染
さ
れ
た
食
品
の
喫
食

・
感
染
者
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
を

処
理
し
た
人
の
手
等
を
介
し
て

の
感
染

●
予
防
方
法

・
食
品
は
よ
く
加
熱（
85
℃
以
上

で
1
分
以
上
）す
る
こ
と

・
人
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
の
処
理

時
に
は
、
必
ず
手
袋
等
を
使
い
、

素
手
で
は
処
理
し
な
い
こ
と

・
窓
を
開
け
て
の
換
気
や
、
拭
き

取
り
し
た
後
は
塩
素
系
漂
白
剤

で
消
毒
す
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色

申
告
決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
説
明
事
項
　

・
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の

作
成
お
よ
び
青
色
申
告
特
別
控

除
の
適
用
要
件

・
消
費
税
等
の
届
出
に
関
す
る
手

続
き
、課
税
売
上
高
の
判
定
、
課

税
売
上
げ
の
区
分
整
理
の
方
法

・
国
税
電
子
申
告・納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
）の
概
要
お
よ
び
利

用
開
始
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き

●
開
催
日
時
・
会
場
　

12月4日（火）

12月5日（水）

午後1時30分
〜4時30分

富士吉田市民会館
3階会議室

大月税務署
3階会議室

富士吉田市緑ヶ丘2−5ー23
（蕁0555−23−3100）

大月市御太刀2−8−10
（蕁22−3151）

開催日時 会場

※午後1時30分から説明会を開始しますので、それまでに着席ください。

●
問
い
合
わ
せ

大
月
税
務
署
個

人
課
税
第
1
部
門
指
導
担
当

（
蕁
22
│

3
1
5
1
）

奨
学
資
金
の
貸
付
の

お
知
ら
せ

《
貸
付
条
件
》

①
成
績
優
秀
で
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
方

②
平
成
24
年
11
月
1
日
現
在
で
1

年
以
上
継
続
し
て
市
内
に
住
所

が
あ
る
保
護
者
と
引
き
続
き
1

年
以
上
生
計
を
一
つ
に
し
て
い

る
方

③
他
の
奨
学
を
目
的
と
す
る
団
体

か
ら
学
資
の
支
給
ま
た
は
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

《
募
集
人
員
》
2
名

《
貸
付
上
限
額
》
平
成
25
年
4
月

に
専
門
学
校
・
大
学
等
に
入
学

予
定
の
方
　
100
万
円
以
内

※
無
利
息
で
貸
付
を
行
い
ま
す
。

《
償
還
期
間
》
10
年
間

※
奨
学
生
の
選
考
は
、
選
考
審
議

会
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

《
募
集
期
間
》
11
月
5
日（
月
）〜

16
日（
金
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
期
間
終
了
後
の
受
付
は
出
来
ま

せ
ん
。
必
ず
期
間
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
︱

3
4
0
9
）

児童虐待に関する相談件数は、全国的に増加しており、児童虐
待問題は、社会全体で解決すべき重要な課題となっています。

こういった状況を踏まえ、平成16年度から児童虐待防止法が施
行された11月を「児童虐待防止推進月間」とし、児童虐待防止の
ための各種取り組みを全国的に実施しています。

◆平成24年度「児童虐待防止推進月間」標語◆
『気づくのは　あなたと地域の　心の目』
虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときは、児童相談所

や市町村の担当窓口などに連絡してください。連絡した方の秘密
は、法律で守られます。
児童虐待とは

●問い合わせ 上野原市福祉事務所家庭相談員（蕁62−1199）
都留児童相談所（蕁45−7838）

11月は児童虐待防止推進月間です

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト（養育放棄）

心理的虐待

殴る・蹴る・投げ落とす・火傷させるなど

性的行為の強要・ポルノの被写体にするなど

家に閉じこめる・食事を与えない・不衛生など

言葉による脅し・兄弟間差別など

上野原市振興券

有効期限を過ぎると、それ以降は無効とな
りますので、まだ使用していない振興券は、
早めにお使いください。

▲上野原市振興券見本

●問い合わせ 上野原市商工会（蕁63−0638）

有効期限は
11月30日（金）です

わ
が
家
の
主
役
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デ
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だ
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り

も
し
も
し
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ら
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『節電対策で育ったゴーヤ募金』の報告

市では、「節電対策で育ったゴーヤ」を活用し、東日
本大震災の復興支援のための募金活動を行いました。

みなさんからいただいた募金は、日本赤十字社を通
じて、被災地へお届けしました。

多くの方のご協力をいただきましたことに対して心
からお礼申し上げるとともに、被災地の一日も早い復
旧・復興をお祈り申し上げます。

◆募金額　
19,217円

◆送金先
日本赤十字社

●問い合わせ 総務課管財
担当（蕁62−3117）

市社会教育委員会および市教育委員会では、「地域で
考える社会教育の在り方」　ー支え合って暮らせる地域
社会を考えるーを大会テーマに、平成24年度上野原市
社会教育研究大会を開催します。

●日　時 11月10日（土）
午後1時30分〜（受付　午後1時〜）

●場　所 もみじホール2階　会議室2
●内　容 ・記念講演　

演題「どの子にも涼しく風の吹く日かな」
講師　飯島勤（日本社会臨床学会会員）

・意見交換会

●問い合わせ 教育学習課社会教育担当
（蕁62−3409）

「上野原市社会教育研究大会」
11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間
で
す

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。

労
働
者
の
身
分
を
問
わ
ず
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

就
労
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
者
に
対
し
て
は
、
労
災
保
険

が
加
入
対
象
と
な
り
、
1
週
間
に

20
時
間
以
上
働
き
、
か
つ
31
日
以

上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
労
働
者

は
、
併
せ
て
雇
用
保
険
の
加
入
対

象
に
も
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

都
留
労
働
基
準

監
督
署
第
二
課
（
蕁
43
│

2
1

9
5
）

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

『
さ
と
や
ま
収
穫
祭
』

〜
ウ
ェ
ル
ネ
ス

秋
の
い
た
だ
き
祭
り
〜

●
日
時
　
11
月
11
日（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク（
大
月
市
富
浜
町
鳥
沢
8
4

3
8
）

●
内
容
　
お
野
菜
収
穫
体
験
ゲ
ー

ム
、
シ
シ
鍋
無
料
配
布
、
作
家

に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
、

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
演
奏
会
、
石
窯

ピ
ザ
焼
き
体
験
、
焚
火
で
棒
パ

ン
焼
き
な
ど
を
予
定

※
収
穫
祭
に
は
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
に
よ
っ
て
定
員
や
参
加
費

が
必
要
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ

ス
パ
ー
ク
里
山
交
流
館
内
公
園

管
理
事
務
所
（
蕁
20
︱

3
0
8

0
）

法
の
日
週
間
行
事
の

お
知
ら
せ

〜
未
来
の
裁
判
員

候
補
者
の
み
な
さ
ん
へ
〜

『
裁
判
員
裁
判
を

体
験
し
て
み
よ
う
！
』

●
日
時
　
11
月
20
日（
火
）
午
後

2
時
〜
4
時

※
受
付
は
、
午
後
1
時
40
分
〜

●
場
所
　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判

所
（
甲
府
市
中
央
1
︱

10
︱

7
）

●
対
象
　
小
学
校
高
学
年
・
中
学

生
●
募
集
人
員
　
約
30
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
内
容
　
裁
判
所
広
報
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
裁
判
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
』

上
映
、
実
際
の
法
定
で
模
擬
裁

判
を
体
験
、
記
念
撮
影

●
申
込
期
限
　
11
月
9
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甲
府

地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

（
蕁
0
5
5
︱

2
3
5
︱

1
1
3
3
）

救
急
救
命
処
置
の

実
証
研
究
が
行
わ
れ
ま
す

「
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
拡
大

に
係
る
実
証
研
究
」
厚
生
労
働
省

モ
デ
ル
事
業
が
、山
梨
県
下
で
行
わ

れ
ま
す
。こ
れ
は
、山
梨
県
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
が
主

体
と
な
り
実
施
す
る
も
の
で
、救
急

救
命
士
が
行
う
処
置
の
範
囲
を
広

げ
、そ
の
効
果
お
よ
び
安
全
性
に
つ

い
て
検
証
す
る
も
で
す
。

●
期
間
　
11
月
1
日（
木
）〜
平
成

25
年
1
月
31
日（
木
）

《
拡
大
さ
れ
る
処
置
範
囲
》

①
低
血
糖
の
疑
い
が
あ
る
患
者
に

対
す
る
血
糖
の
測
定
お
よ
び
ブ

ド
ウ
糖
液
の
投
与

②
吸
入
β
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る

重
症
喘
息
発
作
患
者
に
対
す
る

処
方
薬
の
吸
入

③
心
臓
が
停
止
す
る
危
険
性
が
あ

る
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
患
者
に
対

す
る
点
滴

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）
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募集種目

予備
自衛官補
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月曜日

反頭・細川
小池

非常勤小児科医交替

長坂
吉田

柴垣
前之原

後藤

桜井

岡本
岡本

金曜日

岡本・村田
反頭・進藤

小林

長坂
協会派遣医師

川村
須田

※2大野（時間制限）

森山
豊永

細川

診療時間

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前/午後

午前

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午後

午前

午後

火曜日

岡本・村田
石井・小池

杣津

長坂

松原

上條

水曜日

清水・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

岡本
戸島

館野
石井
小林

古屋

木曜日

清水・瀧山
津久井大・村田

瀧山
非常勤小児科医交替

戸田
山梨大非常勤医師交代

協会派遣医師
平良（予約）

中島
長嶺

※1大野（予約）

※3

●
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　11月の外来診療のご案内》●問い合わせ 市立病院（蕁62−5121）

●受付時間は、午前8時から11時30分までです。午後の受診がある場合は、午後2時から4時までです。

●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。

※1　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方
のため、完全予約制外来です。

※2　眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに
受付した患者様の診療となります。

※3　西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
●診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があり

ます（表は10月21日現在の予定です）。

市立病院看護師募集

市立病院では、看護師を募集しています。10月1日に開
院した新しい市立病院で働いてみませんか？

勤務時間や待遇などの詳細について、まずは、気軽にお
問い合せください。
◆募集職種　正看護師・准看護師
●問い合わせ　市立病院総務課（蕁62−5121）
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わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

今月のメッセージ：11月は児童虐待防止推進月間です。 上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）

《瑞宝双光章受章》
島田地区在住の細田久さん

は、長年にわたり郵便業務に尽
力された功績が認められ、瑞宝
双光章を受章されました。

受章にあたり「これも地域
のみなさんのご指導とご支援に
よるものと存じます。受章は身
に余る光栄と、みなさんに心か
ら感謝申し上げます。」と話し
ていました。

春の叙勲

《島田地区在住》　　　
細田久さん

防衛大学校
学生

一般
（後期）

高卒（見込含）〜21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）

平成25年
1月23日〜

2月1日

1次試験　平成25年
3月2日

2次試験　平成25年
3月15日

平成25年
4月上旬

修学年限4年
卒業後1年で3等陸・
海・空尉

男子で中卒（見込含）
17歳未満の成績優秀かつ生
徒会活動等に顕著な実績を納
め学校長が推薦できる者

平成24年
11月1日〜
12月7日

平成25年1月12日
〜14日

※いずれか1日を
指定します。 平成25年

4月上旬
修学年限3年
卒業後は陸士長

推薦

1次試験
平成25年1月19日

2次試験
平成25年2月2日〜5日

平成24年
11月1日〜

平成25
年1月7日

男子で中卒（見込含）
17歳未満の者

一般

高等工科
学校生徒

大学の理学部、工学部の3・4
年次または大学院（専門職大
学院を除く）修士課程在学（正
規の修業年限を終わる年の4月
1日現在で26歳未満）、（大学院
修士課程在学者は28歳未満）

技術貸費学生

平成24年
12月1日

〜
平成25年
1月11日

平成25年1月26日
卒業

（修了）
後

4月分から正規の修業
年限を終わる月まで
毎月54,000円貸与

1次 平成25年
3月8日

最終 平成25年
3月22日

平成25年
1月18日

1次 平成25年
1月28日

最終 平成25年
2月22日

平成25年
4月下旬

一般 18歳以上34歳未満の者

技能

18歳以上で
国家免許資格等を有する者

（資格により53歳未満〜
55歳未満の者）

平成25年
1月中旬〜

（詳細未定）

※詳細未定
※1日を指定します。

※詳細未定
※詳細
未定

階級は指定しない
教育訓練招集手当：日
額7,900円、所定の教
育訓練を修了した後
予備自衛官として任用

資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

平成24年度自衛官等募集案内

●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所
大月市御太刀2-8-10（蕁22−1298）

■詳細情報へアクセス！
自衛隊山梨 検索

http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

輝け！！うえのはらの星☆

《上野原地区在住》　　　
奈良明彦さん

《旭日中綬章受章》
上野原地区在住の奈良明彦

さんは、長年にわたり地方自治
行政に尽力された功績が認めら
れ、旭日中綬章を受章されまし
た。

受章にあたり「これも家族や
地域のみなさんの協力や支えに
よるもの、これからも長年の経
験を活かし、市の発展に努めて
いきたい。」と話していました。

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
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市
長
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消防長表彰
㈱上野原カントリークラブ
田中忠さん、宮野淳二さん

今年4月に上野原カントリークラブ内で発生した急病事故に
対し、施設職員による一次救急処置により尊い人命が救われ
ました。このことから救助にかかわった職員および職員に対
する救命講習会等を積極的に推進した㈱上野原カントリーク
ラブの功績をたたえ消防長から表彰状が授与されました。

平成24年度県下男子学年別剣道選手権
大会小学三年生の部優勝　大澤柾也くん

10月8日、小瀬武道館で行われた平成24年度県下男子
学年別剣道選手権大会小学三年生の部で、大澤柾也さん
がみごと優勝を果たしました。おめでとうございます。

この度、新規に開業した志村事務所代表の志村勝でございます。当事務所では、司法書士事務所のほかに
土地家屋調査士事務所を併設しています。土地家屋調査士の業務としては次のようなものがあります。

司　法　書　士

土地家屋調査士 志 村 事 務 所 ◎司法書士は、あなたを守る身近な『街の法律家』です。
◎土地家屋調査士は、土地、建物の表題登記の専門家です。

営業時間：平日9時〜18時（土日祝定休）
予約により営業時間外も対応可。積極的に対
応します。どうぞお気軽にご相談ください。
〒409-0112上野原市上野原4011番地8
電　話　0554− 63− 3816
ＦＡＸ　0554− 63− 3826
携　帯　090− 1609− 4583
Ｅmail 0828masaru@ubcnet.jp

広　　告

◎土地の登記
・分筆登記
土地を分割して、売却または相続等をする場合

・地目変更登記
地目を農地や山林等から宅地等に変える場合

・境界確定測量
隣の土地との境界をはっきりさせたい場合

◎建物の登記
・建物表題登記
建物を新築した場合、表題登記のない建物を
取得した場合（新築または取得後1か月以内に申請）

・建物表題変更登記
建物を増築等した場合（増築後1か月以内に申請）

・建物滅失登記
建物を取り壊した場合

内科

神経内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

皮膚科

整形外科

ペイン外来

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所
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巌
地
区

小
林
政
明（
み
ど
り
）、小
俣
初
子

（
信
二
）、
牧
野
萬
（
遠
藤
節
子
）、

小
俣
さ
だ
子
（
啓
）

島
田
地
区

森
久
保
シ
マ
子（
中
井
千
春
）、佐
藤

ま
つ
ゑ（
房
子
）

上
野
原
地
区

橋
爪
秀
雄（
政
則
）、
佐
藤
き
ぬ
江

（
勝
美
）、髙
橋
悅
雄
（
式
子
）、甘
利

ハ
ナ
（
和
子
）、
杉
本
髙
宏
（
明
夫
）、

竹
田
五
十
子
（
好
晴
）、
清
水
一
雄

（
康
）

棡
原
地
区

鈴
木
啓
三
（
大
村
益
義
）

西
原
地
区

降
矢
彦

（
平
子
）

秋
山
地
区

原
田
俊
男
（
礼
子
）、
安
留
の
り
子

（
貞
治
）、
藤
本
明
德
（
加
藤
元
正
）

■ 子 ど も 映 画 会
『がんばれ！

ぼくのヒットエンドラン』

◎日時　11月10日（土）
午前10時〜11時10分

午後2時〜3時10分

■ リンデンドーム朗読館
『十二月の苺』巌谷小波／作　ほか
◎日時　11月18日（日）

午後2時〜
◎上野原朗読の会

■ 親 子 文 芸 講 座
『押し花教室』

◎日時　11月24日（土）
午後2時〜3時

■ 子ども図書館まつり
おはなし・かげえ・マジックなど
◎日時　11月17日（土）

午後1時30〜
◎場所　もみじホール
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図書館イベント情報 一

般

書

◇
『
希
望
（
仮
）』

花
村
萬
月
／
著
　
角
川
書
店

受
験
中
に
カ
ン
ニ
ン
グ
を
疑

わ
れ
失
格
と
な
っ
た
幸
司
は
、

手
配
師
・
有
働
に
誘
わ
れ
肉
体

労
働
の
現
場
で
働
く
こ
と
に
。

◇
『
空
よ
り
高
く
』

重
松
清
／
著
　
中
央
公
論
新
社

僕
ら
は
廃
校
が
決
ま
っ
た
玉

川
高
校
最
後
の
生
徒
。
平
凡
な

高
校
生
と
し
て
、
楽
し
く
や
っ

て
い
た
の
に
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
ぼ
く
た
ち
の
骨
』

樫
崎
茜
／
著
　
講
談
社

絵

本

○
『
あ
た
ま
に
か
き
の
き
』

唯
野
元
弘
／
文
　
村
上
豊
／
絵

す
ず
き
出
版

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

Ｔｈｅ Ｆaｃe oｆ 
Ｕｅｎｏｈａｒａ　 №3

伝
承
　
〜
繋
げ
て
い
く
こ
と
〜

西
原
地
区
で
生
ま
れ
て
75
年
。

幼
少
の
頃
か
ら
地
域
の
文
化
や
伝

統
に
触
れ
な
が
ら
育
っ
た
。

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
、
東

京
都
立
川
市
ま
で
通
勤
し
、
休
日

に
は
、
父
親
の
百
姓
を
手
伝
っ
て

い
た
。
百
姓
は
、
父
親
の
後
ろ
姿

を
み
て
学
ん
だ
。
父
親
か
ら
受
け

継
い
だ
キ
ビ
や
ア
ワ
な
ど
の
種
。

「
種
だ
け
は
、
必
ず
ま
け
」と
在

来
の
穀
物
の
種
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
と
言
わ
れ
て
き
た
。

現
在
は
、地
域
の
伝
統
農
法
な

ど
を
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
る
。

西
原
に
は
多
く
の
文
化
が
あ
る
。

そ
の
文
化
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

穀
物
の
種
と
と
も
に
、次
の
世
代
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
た
。

西原の伝統や文化を伝え続ける　

中川
なかがわ

智
さとし

さん
〜　穀物の種とともに　〜

The Face of Uenoharaでは、上野原市で頑
張っている人、輝いている人をご紹介します。
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掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

巌
地
区

中
島
太
寿

だ
い
じ
�（

幸
一
）

島
田
地
区

飯
島
珠た

ま
き（

亮
）、
河
野
來
空

ら
い
あ

（
真
弥
）

上
野
原
地
区

尾
形
恵
菜

え

な

（
浩
一
）、菅
野
ほ
の
香か

（
浩
）、
小
林
史
弥

ふ
み
や

（
知
洋
）、
不
動
田

陸
人

り
く
と（

哲
也
）、内
田
龍
之
介

り
�
う
の
す
け（

倫
弘
）、

尾
形
真
優

ま
ひ
ろ

（
健
）、小
見
戸
そ
よ
子こ

（
哲
）

棡
原
地
区

吉
村
和
子

わ

こ

（
英
洋
）

大
鶴
地
区

里
吉
薫
＝
髙
木
優

上
野
原
地
区

小
俣
誠
秀
＝
長
谷
川
幸

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
9
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。

問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

ケ
セ
ラ
セ
ラ

（
な
る
よ
う
に
な
る
）

知
人
か
ら
進
め
ら
れ
て
、
今
年

か
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に

な
り
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
と

い
う
言
葉
は
、
な
ん
と
な
く
知
っ

て
い
る
程
度
で
こ
れ
と
い
っ
た
理

由
も
な
く
社
会
勉
強
に
な
れ
ば
と

安
易
な
気
持
ち
で
入
っ
た
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
月
に
一
度
の

委
員
会
に
も
参
加
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
よ
う
な
な
か
、
自
分

な
り
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
聞
い
た
感
じ
難
し
そ
う
な

「
男
女
共
同
参
画
」
は
、
最
初

「
男
女
平
等
」
の
よ
う
な
も
の
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
や

ら
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
つ

つ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
・
・
・
」
と
な
っ
て
い
て
基
本
的

に
は
、
男
女
平
等
な
の
で
す
が
、

自
分
な
り
に
解
釈
し
て
み
る
と

「
ど
ん
な
人
に
も
思
い
や
り
を
も

と
う
！
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。「
思
い
や
り
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
は
人
と
し
て
あ
た
り

ま
え
だ
！
」
と
い
う
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、「
合
う
合
わ
な
い
」

「
好
き
嫌
い
」
の
感
情
が
あ
る
な

か
で
押
し
殺
し
て
「
思
い
や
り
」

を
持
つ
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
い
つ
で
も
自
然
に
「
思
い

や
る
」
こ
と
が
で
き
た
ら
、
き
っ

と
相
手
も
嬉
し
い
と
思
う
の
で
す

が
・・・
。

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に

「
男
女
共
同
参
画
」
で
大
事
な
の

は
「
そ
の
場
で
の
バ
ラ
ン
ス
」
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
政
治
的

社
会
的
構
造
は
、
確
か
に
男
性
中

心
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
な
ん
で
も
「
男
女
平

等
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
言

い
過
ぎ
る
こ
と
で
、
逆
に
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。
多
少

左
右
に
振
れ
て
い
て
も
、
つ
り
あ

い
が
と
れ
て
い
れ
ば
自
然
と
ス
マ

イ
ル
！！
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（
推
進
委
員
　
大
石
玄
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース

スマイル
ＮＯ.74

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室

上野原地区 小俣 優介
ゆうすけ

くん（1歳0か月）
彰宏さん紀子さんの長男

“元気で優しい子に育ってね。”

巌地区 一瀬　萌
もえ

ちゃん　（8歳10か月）

蓮
れん

くん　　（5歳9か月）

花
はな

ちゃん　（1歳8か月）
充さん彩さんの長女・長男・二女

“仲良く元気に大きく成長してね☆☆☆”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1 ）今月のメッセージ：11月9日〜15日は『山梨禁煙週間』です。

わ
が
家
の
主
役

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

広
報

う
え
の
は
ら
・
あ
き
や
ま

縮
刷
版
発
売
中

広
報
誌
で
わ
か
る
、

上
野
原
・
秋
山
の
歴
史
！

も
っ
と
広
報
誌
を
読
も
う
！

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策

推
進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 茂 膽 功刀 菊●

瀨 芳 髙 初 隆
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広
報

電
話

：
0554-62-3111（

代
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

ttp
://w

w
w

.city.u
en

o
h

ara.yam
an

ash
i.jp

E
-m

ail：
kikaku

@
city.u

en
o

h
ara.lg

.jp

10月13日、談合坂サービスエリア西側プラザで、
第28回国民文化祭やまなし2013ＰＲイベント「長
寿食文化の祭典」が開催されました。当日は、県外の
お客さんが多く集まるなか、日原や猪丸の獅子舞や本
町のお囃子などが披露されました。

第27回上野原西部地区民運動会

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

11月号の表紙は、10月14日（日）に行われた第27回上野原西部地区
民運動会のパン食い競走の様子です。参加した子どもたちは、手を使って
はいけないルールのため、袖で手を隠してパンをくわえようとしていまし
た。その仕草と狙いを定めてパンをくわえようとしている様子がとても微
笑ましかったです。ちなみに、この日は、約500枚ほど写真を撮りました
が、パンで顔が隠れていたり、目が閉じていたりと思うような写真が撮れず
苦戦してばかりでした。写真は本当に難しい・・・・。（広報担当者　O）

編集後記

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当   電話62-3118

人口●26,093人 （−29）
男  ●12,992人 （−19）
女  ●13,101人 （−10）

世帯●10,026世帯 （＋  2）
平成24年10月1日現在

（　）内は前月比

人口と世帯　
※人口および世帯数は、

8月より外国人登録者が加わりました。

●国民文化祭ＰＲイベント
10月7日、山梨中銀スタジアムで、上野原市と山

中湖村との共同でヴァンフォーレ甲府サンクスデーが
開催されました。当日は、上野原市の子どもたちが約
1万人を超える観客のなか、選手と手を握りながら入
場するエスコートキッズの大役を務めました。

●上野原市ヴァンフォーレ甲府サンクスデー

10月10日、市役所正面玄関前に、平和都市宣言の
看板が設置されました。

これは、市が「核兵器廃絶平和都市宣言」を行って
いることを表すとともに、人類の平和と核兵器の廃絶
を願って設置したものです。

●平和都市宣言の看板設置
10月14日、もみじホールで、市民公開講座が開催

されました。当日は、日下部記念病院院長の久保田正
春先生を招いて「認知症の最新医療とケア」と題して
講演が行われました。また、劇団「ああ上野原」によ
る認知症の実話をもとにした劇も行われました。

●認知症ケア市民公開講座

編
集

・
発

行
：

上
野

原
市

役
所

山
梨

県
上

野
原

市
上

野
原

3832番
地
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11 

N
o.93
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